
令和８年１月５日以降の「申告書」「種類別明細書」については，新様式での発行となります。記入についてはこちらの新様式用記入例をご利用ください。 

 

１２．申告書の記入例（新様式） 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

                               
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

２枚複写になっておりますので「提出用」「控用」の順に重ねて記入してください。 
                          なお，⑩，⑪で「有」にチェックをされた方は，税務署長等に提出した申請書等の写しを提出してください。 

（イ）最初から記入されていますから 
何も記入しないでください。 

この金額の訂正を要する場合，あ
らかじめ資産税課償却資産グル
ープまでご連絡ください。 

（ロ）「種類別明細書（全資産用・プ 
      レ申告用）」 に記入した資産 
      の「種類ごと」に「合計金額」 
      を記入します。 
 

（ハ）「種類別明細書（増加資産・全
資産用）」に記入した資産の
「種類ごと」の合計金額を記
入します。 

 

（ニ）それぞれの資産の「種類ごと」に 

 

 

 

   の計算結果を記入します。 

（イ）－（ロ）＋（ハ） 

この部分は何も記入する

必要はありません。 

⑤個人の方は１２桁の個人番号を，法人にあっては１３桁の法人番号を記入してく
ださい。 

 
⑥事業種目は具体的に，資本金等の金額を記入してください。 
なお，個人営業の場合は，事業種目のみ記入してください。（資本金等の金額は
記入する必要はありません。） 
 

⑦事業開始年月等は記入する必要はありません。 
 
⑧申告書の内容についてお尋ねする場合がありますので，応答される方の氏名・電
話番号を記入ください。 

 
⑨申告書の作成を依頼された税理士（税理士法人）の氏名（名称）・電話番号を記入く
ださい。 

 

⑩「短縮耐用年数の有無」該当する部分に
チェックをしてください。（税務署へ提
出した申請書写しが必要です。） 

 

⑪「増加償却の届出」該当する部分にチェ
ックをしてください。（「有」の場合は，
税務署へ提出した申請書写しが必要で
す。） 

 

⑫「非課税該当資産」該当する部分にチェ
ックをしてください。 

 

⑬「課税標準の特例」該当する部分にチェ
ックをしてください。 

 

⑭「特別償却又は圧縮記帳」該当する部分
にチェックしてください。 

 

⑮「税務会計上の償却方法」該当する部分
にチェックしてください。 

 

⑯「青色申告」該当する部分にチェックし
てください。 

 

申告書は，送付された本市所定の申告用紙をご使用ください。

なお，自社電算により申告をされる場合は，併せて提出して

くださるようお願いいたします。 

⑰宇都宮市内の資産所在地を記入してく
ださい。また，事業所用家屋の所有区分
について該当する方にチェックをして
ください。 

 

⑱借用資産がある場合にはチェックと貸
主の氏名（名称）を記入してください。 

 

⑲⑳㉑の資産の増減以外の理由（「資産に
増減なし」「該当資産なし」等）につい
ては，該当する部分にチェックをしてく
ださい。 

（６種） 
1,200,000 ・・・冷凍冷蔵庫 
+ 700,000 ・・・エアコン 
+ 800,000 ・・・ステレオ 
+ 400,000 ・・・食器洗浄機 
3,100,000 

（２種及び６種） 
90,000 ・・・冷蔵庫（２種） 

+ 500,000 ・・・テーブル・イス 
590,000       （６種） 

①納税通知書送付先の確認をしてください。 
②住所を確認してください。 
③氏名または法人名称を確認し，代表者を記入
してください。 
※押印は不要です 

④年月日の確認をしてください。 


